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要旨

ノロウイルスが検出されない下痢症患者について， 法を用い，下痢症の原因ウイルスとRT-PCR

して知られているアストロウイルス，サポウイルス，アイチウイルスの検査を行った．その結果，

アイチウイルスでは，有症苦情 検体中 検体，感染症動向調査事業の 検体中 検体からウイ38 1 38 1

ルス遺伝子が検出された．一方，アストロウイルスおよびサポウイルスは全検体から検出されなか

った．
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Ⅰ は じ め に

平成 年 月 日食品衛生法施行規則の一部が改正9 5 30

され，食中毒の原因物質として小型球形ウイルスおよび

その他のウイルスが追加された．中でもウイルス性食中

毒の主な原因物質がノロウイルス（以下 ）であるこNV

とから，当時の厚生省が の検査法を示し，それに基NV

づき多くの地方衛生研究所で の検査を行っている．NV

しかし他の下痢症を起こす可能性のあるウイルスについ

ては検査法が示されていないこともあり， に比べあNV

まり調査が行われていない．

以外にヒトに感染して下痢症を起こすと考えられNV

タウイルているウイルスには，乳幼児下痢症を起こすロ

ス，アストロウイルス（以下 ， と同じカリシAstV NV）

ウイルス科に属するサポウイルス（以下 ，ピコルSV）

ナウイルス科に属するアイチウイルス（以下 ，腸AiV）

管アデノウイルス 型等がよく知られている ．40/41 1)

当所では平成 年度より九州衛生環境技術協議会の14

共同研究として ， および の遺伝子検出をAstV SV AiV

．今回，行い，食中毒への関連性について調査している

有症苦情事例に加えて感染症動向調査事業検体について

調査したので報告する．

Ⅱ 実 験 方 法

1.材料

平成 年 月から平成 年 月の期間に発生した有14 4 16 3

症苦情として当所に搬入され が検出されなかったNV

12 38 13 1 16 3事例 検体，および平成 年 月から平成 年

月にかけて当所に搬入された感染症発生動向調査事業の

検体で下痢または胃腸炎の症状を呈し，かつ が検出NV

されなかった 検体を対象とした．38

－158－



2.前処理

ふん便・吐物を 乳剤として， で 分冷10% 3000rpm 30

， （ ）却遠心し 上清を QIAamp Viral RNA Mini Kit QIAGEN

を用いて を抽出した．RNA

3.RT-PCR

国立感染症研究所の示した方法 で を作製し，cDNA2)

ウイルス分科会共同研究マニュアルに従い 法を行PCR3)

い遺伝子検出を行った． ， および の遺伝子AstV SV AiV

検出には各々に特異的なプライマーセット を使用し4,5)

1st PCR Nestedた． で遺伝子産物が認められた場合には

で確認検査を行った． および には表PCR 1st Nested PCR

に示したプライマーを使用した．また陽性となった検1

体はダイレクトシーケンスを用い塩基配列を決定した．

表 使用したプライマー1

Primer

1st PCR Mon269/mon270Astrovirus

Nested PCR Mon224/82b

1st PCR SV-F11/SV-R1Sapovirus

Nested PCR SV-F2/SV-R2

1st PCR C6261/C6779Aichivirus

Nested PCR C94b/264K

Ⅲ 実験結果及び考察

は有症苦情 検体中 検体，感染症発生動向調AiV 38 1

査 検体中 検体から検出された．陽性となった 検38 1 2

体をダイレクトシーケンスで塩基配列を決定した結果，

標準株（ ）と塩基配列の相AiV accession no. AB010145

同性は ％であった．一方， および は今回の97 AstV SV

検体からは検出されなかった（表 ．2）

福岡市では平成 年から平成 年にかけて を有13 15 NV

45.6 22症苦情検体から ％ 感染症動向調査事業検体から，

NV AstV SV AiV％検出している． の検出率は ， および

， （ ）に比べて高く 有症苦情では 事例中 事例 ％63 48 76.2

で の関与が認められている．また，福田らは乳幼児NV

NV 23.6 AstV 3.2 SV感染性胃腸炎患者から ％ ％（ ）， （ ），

（ ％）を検出したと報告している ．下痢症の多く2.5 6)

NV AstV SV 1が に起因していると示唆される 今回 が． ，

検体も検出できなかったことから福岡市では少なくとも

平成 年 月から平成 年 月の間に ， の流14 4 16 3 AstV SV

行はなかったことが示唆された．また胃腸炎の集団発生

RT-PCR 37 12 32.4 ) AiV事例で 法により 事例中 例 ％ で（

AiVの関与が認められた報告 もあるが 今回の調査では，7)

は 事例中 事例（ ％）の関与しか認められず大き50 2 4.0

く異なっている．これは についても福岡市ではこAiV

れまでに大きな流行が発生していないだと考えられる．

， ， ，このように平成 年 月以来 福岡市では14 4 AstV SV

の大きな流行はなかったと考えられるが，今後流行AiV

が発生する可能性も考えられるので引き続き調査を行う

必要があると思われる．

表 ， および の検出結果2 AstV SV AiV

AstV SV AiV

76 76 76検体数

0 0 2陽性数

0 0 2.6陽性率
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